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目標実現のための計画を立てよう！ 
２学期も折り返し地点を過ぎました。充実した高校生活を送ることができていますか。学年目標の

「MVP」を思い出してみてください。「Mission」「Vision」「Passion」の３つでしたね。今、皆さんにはこ

の中の「Vision」について考えてみてほしいと思います。 

「A goal without a plan is just a wish.（計画のない目標は、ただの願い事にすぎない）」という格

言があります。皆さんが卒業後の進路の目標を持っていても、そこにどのようにして到達すればよいのか、

今何をするべきなのかを明確にし、実行しなければ、目標の実現は難しくなります。自分の目標を達成す

るために何が必要なのかを見定めるためには、定期試験や模試の結果から自分が学習すべきところが

どこなのか分析することが役に立ちます。「何をすればいいのか分からない」という人はぜひ各教科の先

生に相談しましょう。適切な計画が皆さんの目標を「願い事」ではなく、「現実」にします。 

 

１１月の行事予定           ※新人大会から５０分授業が増えます            
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修学旅行 学んだ！ 楽しんだ！ 
１０月８日（火）～1１日（金）の日程で沖縄へ行ってきました。現地では４日間とも晴天に恵まれ、旅

行日和でした。特に２日目の体験学習では、マリン体験班はドラゴンボートとシュノーケリングで沖縄の

自然に、文化体験班はジェルキャンドル作りとシーサーの色付け体験で沖縄の文化に触れ、良い思い

出になったのではないでしょうか。１日目夜・３日目午前の平和学習では、真剣に講師の方やガイドさ

んの話に耳を傾けていました。ひめゆり平和祈念資料館では、沖縄戦で自分たちと同年代の若者たち

が遭遇した壮絶な体験から何かを学び取ろうと、集合時間間際まで資料に向き合っていた姿が印象

的でした。３００人以上が一緒に行動する中、時間やルールを守り、大きな遅れやトラブルもなく旅行を

終えることができたことにも、生徒一人ひとりの成長が感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月２日（土）教育講演会 
8:40 ～ １２：００ 月曜授業（１、２限：４５分、３、４限：４０分） 

    12:00  ～ 12:40   昼食 

  １３：１５ ～  14:45  教育講演会  正装 

        講師  株式会社ゆめかな代表取締役   石川
いしかわ

 尚子
な お こ

 氏   

               「夢を叶えるコミュニケーションー最強の言葉と発想法ー」 

教育講演会の講師 石川尚子さんは、経営者、起業家、管理職、営業職へのパーソナル・コーチングを

行う傍ら、主として、「コミュニケーションスキルの向上」「夢を叶えるコミュニケーション」「自発的な部下

の育成」「子どもの本音と行動を引き出すコミュニケーション」などをテーマにしたコーチング研修、コミュ

ニケーション研修の講師として活動されています。 

その講演の対象は小中学生から高校生、専門学校生、大学生、さらに、企業の経営者に至るまで、幅

広く、日々、全国各地で、様々な業界の方々と接している体験から、単なる理論、知識の伝授ではなく、現

場の生の事例を扱います。他社、他業界、各個人の事例はもちろん、本人の実践事例、体験談を中心とし

た、「それなら私にもできる」、「ぜひやってみたい」と実感できる内容です。一方的に聴くスタイルではなく、

参加者が自ら考え、発信し、気づきを得ていく講演のスタイルですので、今後ますます重要度が増していく

コミュニケーションについて理解を深めましょう。 
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